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評価書案評価書案評価書案評価書案（（（（H25.5.17H25.5.17H25.5.17H25.5.17））））

• Ｆ－９断層は，断層を被覆する後期更新世の地層に変位・変

形が認められ，断層直上の地表面に撓曲地形，断層を境と

して西側（山側）よりも東側（海側）が高くなっている一般的な

海岸付近の地形状況とは非調和的な地形が認められること，

断層を境に東側が広範囲に高まっており，基盤上面の高度

差が約３ｍであるのに対し，地表面の高度差が約1.5ｍ～２

ｍであり，累積性を有する可能性があることから，後期更新

世以降に活動した断層である可能性が否定できない

(3.1.3(1))。

• Ｆ－９断層の東側は泊層の劣化した岩盤であり，東側の岩

盤の方が更に侵食されることから，Ｆ－９断層西側にチャネ

ルが形成されたとする説明は不自然であり，チャネル形成

後に泊層が膨潤によって上昇したとすると，湿潤状態にあっ

たチャネル形成時点で膨潤が生じなかった点は不自然であ

る(3.1.3(2))。

• Ｆ－９断層の構造が，現在の広域的な圧縮応力場のもとで

横ずれによってもみ上げられたと考えても矛盾はない

(3.1.3(3))。

当社当社当社当社のののの見解見解見解見解

• Ｆ－９断層東側の地形的な高まりは断層活動によるもので

はなく，岩盤劣化部の体積膨張と関連づけられる。

－蒲野沢層と泊層の岩質の差に応じた侵食に対する抵

抗性の違いが認められる

－選択的な侵食によって形成されたＦ－９断層西側の凹

状地形を，チャネル充填堆積物が埋めた部分があると

考えており，累積性を示すものではない

－Ｆ－９断層を挟んで東西両側に分布する上部砂層の

基底面に着目するとその高度差は約２ｍであり，地表

面の高度差と同程度となっており，変位・変形の累積

性を考慮する必然性は認められない

－地形的な高まりが認められる個所は，断層との関連性

が認められず， 岩盤劣化部や人工改変に対応してい

る

• 圧縮応力場での一時的な正断層活動については，周囲に

対して東側が地形的に高まっていることから，正断層活動

は考えにくい。

• Ｆ－９断層破砕部の条線は傾斜傾向であり，破砕部の内部

には縦ずれを示唆する構造が認められることから，横ずれ

断層によってもみ上げられたものではない。

Ｆ－９断層は累積性があり，活断層である可能性

が否定できない

Ｆ－９断層が活断層であるとする合理的根拠は

ない

「Ｆ－９断層の活動性」に係る主な論点
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３．１ 調査位置
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調査位置図(1)

Tr-20’-4

Ｔｒ－２０´－２（既往調査）

Tr-20’-3
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調査位置図(2)

Tr-20’-4

Ｔｒ－２０´－２（既往調査）

Tr-20’-3
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調査位置図(3)

調査位置（断層，地形面区分との関係）

Tr-20’-4

Ｔｒ－２０´－２（既往調査）

Tr-20’-3
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Tr-20’-周辺 地形区分図

敷地全体 地形区分図

（航空写真によるＤＥＭから作成の地形図）

Tr-20’-周辺 地形区分図

（航空写真によるＤＥＭから作成の地形図）

拡大
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拡大

500m

敷地全体 断層，調査位置，地形区分図重ね合わせ

（航空写真によるＤＥＭから作成の地形図）

Tr-20’-周辺 拡大

（航空写真によるＤＥＭから作成の地形図）

Tr-20’-4

Tr-20’-周辺 地質調査位置図（地質区分，断層との関係）

Tr-20’-2

Tr-20’-3

拡大
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３．２ 調査結果（Tr-20’-4，Tr-20’-3，Tr-20’-2）
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３．２．１ 調査結果（ Tr-20’-4 ）
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Tr-20’-4 調査位置

：写真撮影方向

Tr-20´-4全景写真
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地表面

底盤

W
E

小段

地表面

底盤

小段

W
E

泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

泊層上部層

凝灰岩

中部陸成層（礫,砂,シルト） ローム層M1面段丘堆積物（礫，砂） 洞爺火山灰層相当層

上部陸成層（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰層含む

盛土

安山岩脈

泊層上部層

安山岩溶岩

Tr-20’-4北面 概要

写真・スケッチ位置

Tr-20’-4
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地表面

底盤

E

W

小段

地表面

底盤

小段

E

W

泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

泊層上部層

凝灰岩

中部陸成層（礫,砂,シルト）

ローム層M1面段丘堆積物（礫，砂）

洞爺火山灰層相当層

上部陸成層（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰含む

盛土

岩脈

泊層上部層

安山岩溶岩

Tr-20’-4南面 概要

写真・スケッチ位置
Tr-20’-4
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トレンチ法面スケッチ凡例
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W

E

地表面

Tr-20’-4北面 スケッチ(1)

スケッチ位置

底盤
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W

E

写真位置

Tr-20’-4北面 写真(1)

地表面

底盤
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W

E

地表面

底盤

スケッチ位置

小段

Tr-20’-4北面 スケッチ(2)

小断層

N16°E,66°E,L50°

幅5.0cm

小断層

N33°E,48°W,L40°

幅0cm
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地表面

底盤

写真位置

小段

W

E

旧

表

土

盛

土

Tr-20’-4北面 写真(2)
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W
E

スケッチ位置

Tr-20’-4北面 スケッチ(3)

地表面

底盤

小段
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地表面

底盤

小段

写真位置

W

E

旧

表

土

盛

土

旧

表

土

盛

土

Tr-20’-4北面 写真(3)
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W

E

地表面

底盤

スケッチ位置

小断層

N33°E,20°W,90°

幅0cm

小断層

N49°E,30°S,90°

幅0.1cm

小断層

N47°E,30°S,L45°

幅0cm

Tr-20’-4北面 スケッチ(4) 添3-21



地表面

底盤

写真位置

W

E

旧

表

土

盛

土

Tr-20’-4北面 写真(4)
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地表面

底盤

スケッチ位置

W

E

Tr-20’-4北面 スケッチ(5)
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地表面

底盤

写真位置

W

E

Tr-20’-4北面 写真(5)
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地表面

底盤

スケッチ位置

W

E

小断層

N31°E,60°E,R75°

幅0.2cm
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地表面

底盤

写真位置

W

E

Tr-20’-4北面 写真(6)
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E W

地表面

底盤

スケッチ位置

Tr-20’-4南面 スケッチ(1)

小段
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地表面

底盤

写真位置

E W

Tr-20’-4南面 写真(1)

小段
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地表面

底盤

スケッチ位置

E W

Tr-20’-4南面 スケッチ(2)

小断層

N11°E,70°E,R85°

幅6.0cm

小段
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写真位置

E W

Tr-20’-4南面 写真(2)

地表面

底盤

小段
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地表面

底盤

スケッチ位置

E W

小断層

N45°W,30°E,90°

幅1.0cm

Tr-20’-4南面 スケッチ(3)
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地表面

底盤

写真位置

E W

Tr-20’-4南面 写真(3)
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地表面

底盤

スケッチ位置

E W

小断層

N58°E,25°E,R80°

幅0.1cm

小断層

N25°E,20°W,R80°

幅0.1cm

Tr-20’-4南面 スケッチ(4)
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地表面

底盤

写真位置

E W

旧

表

土

盛

土

Tr-20’-4南面 写真(4)
添3-34



地表面

底盤

スケッチ位置

E W

Tr-20’-4南面 スケッチ(5)
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地表面

底盤

写真位置

E
W

Tr-20’-4南面 写真(5)
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地表面

底盤

スケッチ位置

E W

小断層

N52°W,35°N,L80°

幅0.2cm
小断層

N26°E,50°E,R85°

幅0.5cm

小断層

N61°E,55°S,90°

幅0.5cm

Tr-20’-4南面 スケッチ(6)
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地表面

底盤

写真位置

E W

Tr-20’-4南面 写真(6)
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Tr-20’-4北面 劣化度区分図(1)

地表面

底盤

小段

W E
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Tr-20’-4北面 劣化度区分図(2)

地表面

底盤

小段

W E
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Tr-20’-4北面 劣化度区分図(3)

地表面

底盤

小段

W E
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Tr-20’-4北面 劣化度区分図(4)

地表面

底盤

W E
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Tr-20’-4北面 劣化度区分図(5)

地表面

底盤

W E
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Tr-20’-4北面 劣化度区分図(6)

地表面

底盤

W E
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Tr-20’-4南面 劣化度区分図(1)

地表面

底盤

小段

E
W
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Tr-20’-4南面 劣化度区分図(2)

地表面

底盤

小段

E
W
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Tr-20’-4南面 劣化度区分図(3)

地表面

底盤

E
W
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Tr-20’-4南面 劣化度区分図(4)

地表面

底盤

E
W
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Tr-20’-4南面 劣化度区分図(5)

地表面

底盤

E
W
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Tr-20’-4南面 劣化度区分図(6)

地表面

底盤

E
W
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Tr-20’-4 小断層の条線分布
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３．２．２ 調査結果（Tr-20’-3）

添3-52



Tr-20’-3 調査位置

Ｎ ← → Ｓ

：写真撮影方向

Tr-20’-3全景写真
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W
E

蒲野沢層e部層

砂岩

蒲野沢層e部層

凝灰岩(g-4)

M1面段丘堆積物

（礫，砂）

ローム層

洞爺火山灰層

上部～中部陸成堆積物

（シルト～粘土，阿蘇4火山灰，十和田レッド火山灰を含む）

下部陸成堆積物(礫，砂，

シルト）

地表面

Tr-20’-3北面 概要

写真・スケッチ位置

小段

小段

Tr-20’-3

底盤

地表面

底盤
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E W

蒲野沢層e部層

凝灰岩(g-4)

M1面段丘堆積物

（礫，砂）

ローム層

洞爺火山灰層

上部～中部陸成堆積物

（シルト～粘土，阿蘇4火山灰，十和田レッド火山灰を含む）

下部陸成堆積物(礫，砂，

シルト）

地表面

蒲野沢層e部層

砂岩

Tr-20’-3南面 概要

小段

小段

Tr-20’-3

底盤

地表面

底盤

写真・スケッチ位置
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トレンチ法面スケッチ凡例
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スケッチ位置

Tr-20’-3北面 スケッチ(1)

地表面

底盤

小段
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W E

写真位置

Tr-20’-3北面 写真(1)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-3北面 スケッチ(2)

ローム 地表面

底盤

小段
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W E

写真位置

Tr-20’-3北面 写真(2)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-3北面 スケッチ(3)

地表面

底盤

小段
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W E

写真位置

Tr-20’-3北面 写真(3)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-3北面 スケッチ(4)

地表面

底盤

小段
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W E

写真位置

Tr-20’-3北面 写真(4)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-3南面 スケッチ(1)

地表面

底盤

小段
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E
W

写真位置

Tr-20’-3南面 写真(1)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-3南面 スケッチ(2)

地表面

底盤

小段

添3-67



E W

写真位置

Tr-20’-3南面 写真(2)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-3南面 スケッチ(3)

地表面

底盤

小段
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E W

写真位置

Tr-20’-3南面 写真(3)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-3南面 スケッチ(4)

地表面

底盤

小段
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E W

写真位置

Tr-20’-3南面 写真(4)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2 調査位置

地質平面図

位置図

参考 既往調査結果（ Tr-20’-2 ）
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地表面

地表面

底盤

底盤

Ｗ

Ｅ

写真・スケッチ位置

Tr-20’-2北面 概要

小段

小段

Tr-20’-2
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地表面

地表面

底盤

底盤

Ｅ

Ｗ

写真・スケッチ位置

Tr-20’-2南面 概要

小段

小段

Tr-20’-2
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Ｓ Ｎ

写真・スケッチ位置

Tr-20’-2西面 概要

地表面

底盤

地表面

底盤

小段
小段

Tr-20’-2
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スケッチ位置

Tr-20’-2北面 スケッチ(1)

地表面

底盤

小段
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Ｗ

Ｅ

写真位置

Tr-20’-2北面 写真(1)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-2北面 スケッチ(2)

地表面

底盤

小段
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Ｗ

Ｅ

写真位置

Tr-20’-2北面 写真(2)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-2南面 スケッチ(1)

地表面

底盤

小段
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Ｅ
Ｗ

写真位置

Tr-20’-2南面 写真(1)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-2南面 スケッチ(2)

地表面

底盤

小段
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Ｅ

Ｗ

写真位置

Tr-20’-2南面 写真(2)

地表面

底盤

小段
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スケッチ位置

Tr-20’-2西面 スケッチ

地表面

底盤

小段
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Ｓ Ｎ

写真位置

Tr-20’-2西面 写真

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 劣化度区分図(1)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 劣化度区分図(2)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 針貫入試験結果

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 土壌硬度試験結果

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 定量Ｘ線回析分析結果(1)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 定量Ｘ線回析分析結果(2)

地表面

底盤

小段

添3-92



Tr-20’-2北面 CEC試験結果(1)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 CEC試験結果(2)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 メチレンブルー試験結果(1)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2北面 メチレンブルー試験結果(2)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2南面 劣化度区分図(1)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2南面 劣化度区分図(2)

地表面

底盤

小段
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Tr-20’-2西面 劣化度区分図

地表面

底盤

小段
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３．２．３ 調査結果（ Tr-20’-4，Tr-20’-3，Tr-20’-2）
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Tr-20’-2

Ｆ－９

Tr-20’-4
Tr-20’-3

Tr-20’-2

Ｆ－９

Tr-20’-4

Tr-20’-3

盛

土

安山岩岩脈

泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

ローム層

洞爺火山灰層相当層

中部陸成層（礫,砂,シルト）

M1面段丘堆積物（礫，砂）

上部陸成層（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰含む

下部陸成層（礫,砂,シルト）

蒲野沢層e部層

凝灰岩

化石風化帯

蒲野沢層

d部層；砂岩

（凝灰岩挟む）

蒲野沢層

c部層；細礫岩

蒲野沢層

a部層；礫岩

泊層上部層

凝灰岩

泊層上部層

安山岩溶岩

泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

泊層上部層

安山岩溶岩

上部陸成層（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰層含む

中部陸成層（礫,砂,シルト）

北面

Tr-20’-2，3，4北面 概要

地表面

底盤

地表面

底盤

Tr-20’-2，3，4

W←

→E

W←

→E
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Tr-20’-3

Tr-20’-2

Ｆ－９

Tr-20’-4

Tr-20’-3

Tr-20’-2

E←

→W

Ｆ－９

Tr-20’-4

盛

土

安山岩岩脈

泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

ローム層

中部陸成層（礫,砂,シルト）

M1面段丘堆積物（礫，砂）

上部陸成層（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰層含む 下部陸成層（礫,砂,シルト）

蒲野沢層e部層

砂岩；凝灰岩

化石風化帯

蒲野沢層

d部層；砂岩

（凝灰岩挟む）

蒲野沢層

c部層；細礫岩

蒲野沢層

a部層；礫岩

泊層上部層

凝灰岩

泊層上部層

安山岩溶岩
泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

泊層上部層

安山岩溶岩

上部陸成層（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰層含む
中部陸成層（礫,砂,シルト）

南面

ローム層

地表面

底盤

地表面

底盤

Tr-20’-2，3，4南面 概要

Tr-20’-2，3，4

E←

→W
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W←

→E

・Ｆ－９断層東側に見られる高まりについては，第四系変状のたわみの複合により高まりが形成されていると考えられる。

・なお，地表における高まり範囲は，一部盛土（人工改変）により，本来の高まり範囲よりも広く強調されていることが分かる。

Tr-20’-4Tr-20’-2Tr-20’-3

Tr-20’-2，3，4北面 スケッチ(縦横比=5：1)

地表面

底盤

T.P. 27.77m(表土)

T.P. 28.16m(表土)

T.P. 29.28m(表土)

T.P. 28.25m(表土)

T.P. 25.70m(表土)

T.P. 24.46m(表土)

T10T10T10T10

T11T11T11T11

添3-103

T:  撓み及び小断裂



E←

→W

Ｃ

Tr-20’-4 Tr-20’-2 Tr-20’-3

Tr-20’-2，3，4南面 スケッチ（縦横比=5：1)

地表面

底盤

・Ｆ－９断層東側に見られる高まりについては，第四系変状のたわみの複合により高まりが形成されていると考えられる。

・なお，地表における高まり範囲は，一部盛土（人工改変）により，本来の高まり範囲よりも広く強調されていることが分かる。

添3-104

T.P. 23.82m(表土)

T.P. 26.08m(表土なし)

T.P. 28.65m(表土) T.P. 29.47m(表土)

T.P. 28.16m(表土) T.P. 28.12m(表土)

T :  撓み及び小断裂



Tr-20’-2，3，4 劣化度区分断面図（縦：横=1:1） 添3-105

W← →E

撓み



Tr-20’-4 劣化度区分断面図（縦横比=５：１）

W← →E

撓み
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３．３ 調査結果（地中レーダー探査）
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Tr-20’-2エリア 調査位置図 添3-108



Tr-20’-2エリア 地中レーダー解釈図(1)

Tr-20’-2-R1 地中レーダー解釈図 Tr-20’-2-R2 地中レーダー解釈図

Tr-20’-2-R3 地中レーダー解釈図

W← →E

W← →E

W← →E
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Tr-20’-2エリア 地中レーダー解釈図(2)

Tr-20’-2-R4 地中レーダー解釈図

Tr-20’-2-R5 地中レーダー解釈図

W← →E

W←
→E
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m

W←

→E

岩脈

蒲野沢層e部層

凝灰岩

蒲野沢層

e部層；砂岩

M1面段丘堆積物（礫，砂）

ローム層

泊層上部層

凝灰岩

洞爺火山灰層相当層

中部陸成堆積物（礫,砂,シルト） 下部陸成堆積物（礫,砂,シルト）

上部陸成堆積物（礫,砂,シルト）

十和田レッド火山灰含む

泊層上部層

安山岩溶岩

泊層上部層

火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

盛土

蒲野沢層

d部層；砂岩

（凝灰岩挟む）

蒲野沢層

c部層；細礫岩

蒲野沢層

a部層；礫岩

Tr-20’-4Tr-20’-2Tr-20’-3

地表面

底盤

Tr-20’-2，3，4北面 スケッチ(縦横比=５：１)

Tr-20’-2-R1 地中レーダー解釈図

Tr-20’-2，3，4北面 スケッチと地中レーダー解釈図の比較

W←

→E
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Tr-20’-2-R2 地中レーダー解釈図

Tr-20’-2-R3 地中レーダー解釈図

m

m

地中レーダー解釈図

W← →E

W← →E
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３．４ 調査結果（ボーリング調査）
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旧河道ボーリング調査位置図 添3-114



旧河道ボーリング地質断面図（南北方向）

旧河道ボーリング地質断面図（南北方向；C140測線）
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旧河道ボーリング地質断面図（東西方向）

旧河道ボーリング地質断面図（東西方向；2ℓ80測線）

旧河道ボーリング地質断面図（東西方向；2ℓ測線）
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m

旧河道ボーリング地質断面図（東西方向；2ℓ80測線）と連続波レーダー探査断面の比較

Tr-20’-2-R3 地中レーダー解釈図

旧河道ボーリング地質断面図（東西方向；2ℓ80測線）

旧河道ボーリング調査位置図

E→

←W
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３．５ Ｆ－９断層活動性の検討
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Ｆ－９断層付近のＭ
１

面段丘堆積物 (Tr-20’-2，3北面)

・Ｆ－９断層西側の蒲野沢層分布域で第四系基底が低くなっており，これを埋めてM
1

a層，M
1

b層が堆積しているが，Ｆ－９

断層東側ではM
1

a層，M
1

b層が欠如している。

Ｆ－９断層

E→

蒲野沢層 泊層上部層

Ｍ
１

c

Ｍ
１

d

Ｍ
１

b

Ｍ
１

a

Ｆ－９断層上盤側と下盤側のＭ
１

d層上面の比高約2m

Ｆ－９断層上盤のＭ
１

b層上面とＦ－９断層下盤の泊層上面との比高約2m

←W

第四系基底が高い範囲第四系基底が低い範囲

Ｆ－９断層

M
1

a，M
1

bは比較的新鮮な蒲野沢層にアバットしている
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泊層上部層

M
1

c
M

1

d

M
1

bM
1

a

M
1

cM
1

d

・M
1

面段丘堆積物は下部よりM
1

a層（礫層），M
1

b層（斜交葉理優勢砂層），M
1

c層（平行葉理優勢含礫砂層），M
1

d層（無葉理

優勢砂層）に細区分される。 下部のM
1

a層，M
1

b層は主にＦ－９断層西側の第四系基底が低い範囲に分布が限られ，蒲野沢

層の不整合面にアバットし，M
1

b層はＦ－９断層東側で欠如している。

E→

M
1

a層，M
1

b層は不整合面にアバットしている

第四系基底が高い範囲第四系基底が低い範囲

←W

Ｆ－９断層

蒲野沢層

Ｆ－９断層付近のＭ
１

面段丘堆積物の細区分，分布状況(Tr-20’-2北面) 添3-120



トレンチ位置図

・下部砂層（M
1

b）の斜交葉理より推定される古流向は，南から北

に向かっている。

古流向

Tr-20’-2西面スケッチ

Tr-20’-2西面写真

S←
→ N

MMMM
1111

dddd

1.5ｍ

Ｆ－９断層西側（蒲野沢層）の古流向検討

S←
→ N
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・Ｆ－９断層とＦ－３断層間の第四系基底面は北東

－南西方向に延長し北に僅かに傾斜する溝状の

凹地を形成する。

位置図

原子炉建屋設置位置

Ｆ－９断層とＦ－３断層の間の第四系基底面の状況
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A

A’

A
A’

Ｆ－９断層とＦ－３断層の間の第四系基底面（ボーリング調査結果）
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・老部川が北流する区間では，河道に沿って蒲野沢層が分布している。

⇒蒲野沢層は泊層に比較して侵食を受けやすいため，蒲野沢層の分布域に対応して谷地形が形成されているものと

解釈される。

東通村老部川周辺の地質図

地質断面図

地質平面図

E

E´
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泊層，蒲野沢層の侵食抵抗性の比較

・敷地東側の一切山東方断層付近にリニアメントが認められるが，リニアメントと断層は必ずしも対応せず，主として泊層と蒲

野沢層の境界，蒲野沢層泥岩と蒲野沢層砂岩との境界に対応する。これらの岩石の試験結果によると各種強度及びスレー

キングに対する抵抗性は泊層，蒲野沢層泥岩，蒲野沢層砂岩の順で小さくなる。

⇒泊層泊層泊層泊層にににに対対対対してしてしてして蒲野沢層蒲野沢層蒲野沢層蒲野沢層がががが侵食侵食侵食侵食をををを受受受受けやすいとけやすいとけやすいとけやすいと考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。

Ａ
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・東西圧縮によりＦ－９断層が活動し，Ｆ－９断層東側の地形的高まりが形成されたと考えた場合，Ｆ－９断層の東側を隆起さ

せるには，正断層であるＦ－９断層の下盤側が上昇することになる。

⇒ 東西圧縮によって正断層の下盤側がずり上がることになる。

⇒ 圧縮によって正断層であるＦ－９断層の下盤側が上昇することは考えにくい。

Ｆ－９断層の正断層活動の否定(1)

指摘内容

・東西圧縮によりＦ－９断層が活動し， Ｆ－９断層東側の地形的高まりと撓曲地形が形成された。

・M1面堆積物基底の高度差（約３m）と洞爺火山灰層等の高度差（約1.5～３m）の違いは累積性。

⇒Ｆ－９断層は活断層。

※東通・現調7-1(H25.5.17)を抜粋
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・ボーリング調査等の結果から，Ｆ－９断層東側の泊層は岩盤の劣化部が厚いことが分かっており，地形的高まりにつ

いては，この岩盤劣化部の体積膨張に伴う上昇によって形成されたものと考えられる。

・圧縮応力場での一時的な正断層活動については，周囲に対して東側が地形的に高まっていることから，正断層活動

は考えにくい。

Ｆ－９断層の正断層活動の否定(2)
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逆断層センスの段差 M
1

面段丘堆積物は破砕していない蒲野沢層にアバットしている

・Ｆ－９断層は南面においては，東西圧縮により，低下側の蒲野沢層が上昇している逆断層の形態を示している。

⇒東側が高まっている地形と非調和的であることから，この地形的高まりは断層運動によるものではないと考えられる。

Ｆ－９断層の正断層活動の否定(3)
添3-128



Tr-20’-2,3,4トレンチ北面スケッチ(縦：横=1：5)

・Ｆ－９断層東側の地形の高まりについては、泊層の岩盤劣化，第四系の撓みの複合により高まりが形成されていると

考えられる。

・東側（海側）では、盛土（人工改変の跡）により、本来の高まり範囲よりも広く強調されていることが分かる。

小段

E← →W

盛土

Ｃ

小段

Tr-20’-2,3,4トレンチ南面スケッチ(縦：横=1：5)

Ｆ－９断層東側の人工改変跡

盛土

W←

→E
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３．６ 調査結果（水平ボーリング調査）
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試料採取調査位置を南側法肩より望む

定方位水平ボーリング位置図

（Tr-20’-2北面 スケッチ）

拡幅部

拡幅部

Ｆ－９断層

W←
→E

Ｆ－９断層破砕部の性状 試料採取調査位置

定方位水平ボーリング位置（ Tr-20’-2平面図）

拡幅部

地表面

底盤

：写真撮影方向
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Ｆ－９断層破砕部の性状

（定方位水平ボーリング結果（ＨＢ－１孔 コア写真・スケッチ））
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Ｆ－９断層破砕部の性状

（定方位水平ボーリング結果（ＨＢ－５孔 コア写真・スケッチ））
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Ｆ－９断層の条線

（Ｆ－９断層の定方位水平ボーリング結果（ＨＢ－５孔 条線写真））

断層破砕部

下盤 下盤 下盤

添3-134

F-9断層の条線は縦ずれ主体である



15.50 m15.50 m15.50 m15.50 m 15.6015.6015.6015.60 15.7015.7015.7015.70 15.8015.8015.8015.80 15.9015.9015.9015.90 16.00 m16.00 m16.00 m16.00 m15.40 m15.40 m15.40 m15.40 m

泊層上部層 凝灰角礫岩 断層破砕部（粘土） 泊層上部層 化石風化部

CT画像（水平）

CT画像（鉛直）

Ｆ－９断層の内部構造（ＨＢ－１孔定方位コア試料のCT画像）

15.4 16.0m

HB-1

15.5 15.6 15.7 15.8 15.9

・Ｆ－９断層破砕部の条線は傾斜傾向であり，破砕部の内部には縦ずれを示唆する構造が認められる。
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16.00 m16.00 m16.00 m16.00 m 16.1016.1016.1016.10 16.2016.2016.2016.20 16.3016.3016.3016.30 16.40m16.40m16.40m16.40m15.8015.8015.8015.80 15.9015.9015.9015.90

泊層上部層

化石風化部

16.4m

HB-5

断層破砕部（粘土） 凝灰岩凝灰角礫岩

15.8

Ｆ－９断層の内部構造（ＨＢ－５孔定方位コア試料のCT画像）

CT画像（水平）

CT画像（鉛直）

15.9 16.0 16.1 16.2 16.3

・Ｆ－９断層破砕部の条線は傾斜傾向であり破砕部の内部には縦ずれを示唆する構造が認められる。
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３．７ まとめ
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� Ｆ－９断層側の地形的な高まりは断層活動によるものではなく，岩盤劣化部の

体積膨張と関連つけられる。

－蒲野沢層と泊層の岩質の差に応じた侵食に対する抵抗性の違いが認めら

れる

－選択的な侵食によって形成されたＦ－９断層西側の凹状地形を，チャネル

充填堆積物が埋めた部分があると考えており，累積性を示すものではない

－Ｆ－９断層を挟んで東西両側に分布する上部砂層の基底面に着目すると

その高度差は約２ｍであり，地表面の高度差と同程度となっており，変位・

変形の累積性を考慮する必然性は認められない

－地形的な高まりが認められる個所は，断層との関連性が認められず，岩盤

劣化部や人工改変に対応している

� 圧縮応力場での一時的な正断層活動については，周囲に対して東側が地形

的に高まっていることから，正断層活動は考えにくい。

� Ｆ－９断層破砕部の条線は傾斜傾向であり，破砕部の内部には縦ずれを示唆

する構造が認められることから，横ずれ断層によってもみ上げられたものでは

ない。
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Ｆ－９断層が活断層である合理的な根拠はない

Ｆ－９断層の活動性に関するまとめ


